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家兎難生腸管 副腎皮質i酉精「ヱキ Z」（l:5) 
過酸化水素酸化遜訴外液後養液向上

↑ 2~手「ヱキス」注入

第四闘

家兎更生生腸管 副1脅皮質i酉精「ヱキス」（1:5) 
過酸化水素酸化，探氏百度＝一時間煮沸

修養液同上 t ~%「ヱキス」注入
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第八岡家兎難生腸管 副腎皮質酒精「ヱキス」（I: 5) 

「エーテJレ」摘出，酸化替養液同上
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Z
同

Z
M…
何
回

5
お
其
他
諸
氏
－
一

依
リ
ノ
認
メ
ラ
Y

、
所
ナ
η
ノ
。
前
沃
化
「
ヱ
キ
ス
L

中
－
一
モ
軽
度
ナ
ガ
－
プ
充
奮
作
用
ア
w
y

ヲ
認
メ
タ
リ
ノ
。
以
上
ノ
貰
験
成
績
－
一
依

y
考
7

Y

二
本

「
ヱ
キ
ス
」
ノ
主
作
用
A

「
ヒ
ヨ
η
ノ
ン
」
又
A

「
ヒ
ヨ

y
ン
」
様
物
質
ト
認
メ
得
ペ
キ
モ
純
粋
「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
ノ
如
ク
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
L

－一依

y
完
全
－
一

措
抗
シ
得
ザ
グ
A

蛋
白
質
並
－
一
分
解
産
物
及
ピ
盟
類
ノ
混
在
二
依
Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
純
酒
精
ヲ
用
ヒ
頒
同
蕗
置
ジ
蛋
白
質
及
ピ
瞳
類
等
ヲ
出
来

得
Y
限

y
除
去
ス

Y
時
A

殆
ン
ド
完
全
－
一
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ニ
桔
抗
ジ
得
w
y

二
至

y
。
。
司
－

F吋
］

C

司
及
ピ
凶
J

。MU
－－
m
c
Z
E
P
H
W
山
氏
等
A

刻

出
家
兎
腸
管
ぃ
一
副
腎
皮
質
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
作
用
セ
シ
メ
、
「
ヱ
ピ
、
ネ
プ
リ
ン
」
作
用
ア
w
y

ア
認
メ
、
之
ヲ
過
酸
化
水
素
－
一
ア
酸
化
ス

Y
時
A

腸

管
運
動
充
奮
作
用
表
A

レ
恰
モ
「
ヒ
ヨ

y
ン
」
液
ノ
如
キ
作
用
ア
呈
シ
、
此
作
用
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
L

－一因
η
ノ
完
全
－
一
措
抗
ス

Y

7
見
－
ア
腸
管
振

・
興
作
用
A

副
腎
皮
質
中
ニ
合
マ

y
、
「
ヒ
ヨ

y
ン
L

又
A

之
一
類
麗
ス

Y
物
質
－
一
基
ク
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
云
へ

y
。
然
Y

－
一
氏
等
ガ
射
出
蛙
心
臓

－
一
一
耳
プ
費
表
セ

Y
業
蹟
ヲ
見
w
F

－
一
同
様
副
腎
皮
質
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
L

－7
依
リ
ノ
措
抗
セ
ザ
Y

ニ
依

y
瞳
類
殊
－
－
「
カ

y



－
円
ノ
ム
」
ノ
作
用
－
－
基
ク
モ
ノ
ト
満
セ

y
。
此
慮
－
一
於
ア
雨
者
ノ
作
用
－
一
柳
カ
撞
着
ヲ
来
セ
M
F

ヲ
認
メ
d
y
w
F

ぺ
カ
ラ
ズ
。
而
シ
ア
斯
カ

Y
方
法
ノ

ミ
ヲ
以
ア
其
本
性
ヲ
決
定
セ
ン
ト
ス
w
F
A

憐

y
－
一
早
計
ナ

9
ト
云
A

ザ
w
F

可
カ
ラ
ズ
。
久
保
園
氏
側
A

難
生
一
兎
子
宮
－
一
就
ア
副
腎
皮
質
食

盤
水
「
ヱ
キ
ス
」
及
ピ
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
用
巴
尤
奮
性
－
一
作
用
ス

Y
ヲ
認
メ
、
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
－
一
依
リ
ノ
措
抗
ス

Y
物
ト
、
否
－
フ
ザ
Y
物
ト
ア
リ

ア
、
後
者
ガ
副
腎
皮
質
ノ
異
ノ
「
ホ
w
y

モ
ン
L

ェ
非
ザ
Y
カ
ト
云
へ
η
ノ
。
余
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
－
一
措
抗
セ
ザ
w
y

理
由
－
一
就
－
ア
A

巳
－
一
血
管
作
用

及
ピ
心
臓
作
用
－
一
就
ア
研
究
シ
、
其
主
ナ
Y
作
用
ヲ
無
機
堕
類
ノ
作
用
－
一
基
ク
毛
ノ
ト
認
メ
タ

9
0
腸
管
作
用
－
一
就
ア
モ
余
ノ
副
腎
皮
質
蒸
館

水
及
ピ
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
－
一
於
ア
ミ
業
措
抗
作
用
A

騒
度
二
郎
メ
ラ
Y

、
ノ
ミ
、
其
原
因
－
一
於
ア
モ
血
管
及
ピ
心
臓
作
用
ト
同
様
品
説
明
ジ

得
ペ
ジ
ト
信
ズ
。
蕊
－
一
於
－
プ
副
腎
皮
質
有
効
成
分
－
一
就
ア
考
ア

Y

－
一
、
蛋
白
質
、
脂
肪
類
等
A

其
作
用
著
明
ナ
ラ
ズ
、
無
機
穂
類
ノ
作
用
A

可

ナ

y
著
明
ナ
Y

毛
主
ト
ジ
ア
「
ヒ
ヨ

9
シ
」
及
ピ
「
ヒ
ヨ
リ
ノ
ン
L

近
似
物
質
ノ
作
用
－
一
基
ク
モ
ノ
ト
考
フ

Y
ノ
他
無
キ
ニ
至
レ

y
。
而
シ
ア
「
ヱ

キ
ス

ー作
用
－
一
就
－
プ
A

常
－
一
臓
器
蛋
白
、
諸
種
曜
類
等
ノ
作
用
ヲ
念
頭
－
一
置
カ
ザ
Y
可
－
フ
ザ
Y
所
－
一
ジ
ア
其
特
有
性
ノ
有
無
－
一
就
ア
A

甚
ダ
困

難
ニ
ジ
ア
今
後
ノ
研
究
－
一
待
ツ
イ
キ
ノ
ミ
。

概
括
一
、
副
腎
皮
質
蒸
館
水
叉
A

酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
A

蛙
娃
生
胃
運
動
ヲ
充
奮
セ
シ
ム
M
F

作
用
ア
有
U
J

、
運
動
活
波
、
緊
張
土
井
ヲ
来
＋
ノ
シ
ム
。

二
、
向
上
「
ヱ
キ
ス
」
A

家
兎
難
生
腸
管
運
動
三
ん
奮
性
－
一
作
用
シ
、
其
量

－
一
臆
ジ
、
緊
張
上
昇
振
幅
増
大
ヲ
来
サ
シ
ム
。

三
、
副
腎
皮
質
「
ヱ

1
－プ
Y
」
抽
出
物
A

家
兎
難
生
腸
管
運
動
ヲ
充
奮
セ
シ
ム

Y
作
用
ア
w
F

ガ
如
キ
モ
甚
グ
軽
度
ナ
リ
ノ
。

四
、
副
腎
皮
質
有
効
性
物
質
A

動
物
膜
ヲ
通
過
ス

Y
性
質
ヲ
有
ジ
且
耐
熱
性
ナ

9
0

玉
、
副
腎
皮
質
沃
化
「
ヱ
キ
ス
」
A

難
生
腸
管
運
動
二
九
奮
性
－
一
作
用
シ
殊
ニ
衰
弱
セ

Y
場
合
－
一
著
明
ナ

y
。

六
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
腸
管
尤
奮
作
用
A

「
ア
セ
チ

y
l
y
y
グ
」
ニ
依
9
著
シ
ク
増
強
ス
。

七
、
副
腎
皮
質
ノ
難
生
腸
管
充
奮
作
用
A

一
定
量
ノ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
－
－
依

y
僅
カ
ニ
除
去
セ

ラ
Y

、
－
一
過
ギ
ザ
Y

毛
、
酷
酸
蕗
情
「
ヱ
キ

ス
」
ノ
作
用
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
－
一
一
依

y
殆
ン
ド
除
去
セ
ラ
ル
。

第
六
念

F園、
原

著

立t

藤

八
一
五

〈
借
用
問
時
抗

一一）



第
六
念

著
』」

近

藤

F「

原

八
一
六

（
第
四
披

一
二
〉

入
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
腸
管
尤
奮
作
用
A

其
一
部
A

副
交
戚
紳
経
刺
戟
－
一
基
困
uv
、
他
A

筋
肉
へ
ノ
直
接
刺
戟
－
一
依
Y

モ
ノ
、
如
U
J
O

九
、
副
腎
皮
質
有
効
性
物
質
A

主
ト
ジ
ア
「
ヒ
ヨ

y
ン
」
又
A

「
ヒ
ヨ
リ
シ
」
様
物
質
ナ
Y
可
キ
モ
一
部
A

無
機
瞳
類
ノ
作
用
－
一
蹄
ス
ペ
シ
。

十
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
A

家
兎
難
生
子
宮
運
動
ヲ
充
奮
セ
シ
メ
、
運
動
活
波
、
緊
張
上
昇
、
及
ピ
振
幅
増
大
司
／
呈
セ
シ
ム
。

第
三
章
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
胃
液
分
泌

Z
Rポ
ス
影
響

序
言
。
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ノ
胃
液
分
泌
作
用
－
一
就
ア
A

多
数
ノ
貫
駿
ア

7
0
或
A

分
泌
ヲ
充
進
シ
、
酸
度
ヲ
増
加
ス
ト
云
ヒ
、
或
A

然
－
フ
ズ

ジ
ア
減
少
セ
ジ
ム

Y
作
用
ア
リ
ト
云
ヒ
二
定
セ
ザ
u
y

ガ
如
キ
モ
、
胃
液
分
協
ヲ
減
弱
セ
シ
メ
酸
度
ヲ
低
下
セ
シ
ム
ト
云
プ
設
ガ
有
力
ナ
Y
ガ

如
uv
。
柴
田
氏
A

諸
種
内
分
泌
腺
臓
器
成
分
ノ
胃
液
分
秘
作
用
ニ
封
ス

Y
影
響
－
ニ
ヰ
プ
研
究
シ
、
副
腎
－
一
就
ア
A

皮
質
及
ピ
髄
質
－
一
分
チ
葉
胃

液
分
泌
ニ
及
ポ
ス
影
響
ヲ
見
タ
ル
ェ
、
副
腎
皮
質
乾
燥
粉
末
九
月
聴
水
「
ヱ
キ
ス
L

－
一
於
ア
A

胃
液
分
泌
量
及
ピ
酸
度
ノ
減
少
ヲ
来
シ
髄
質
問
「
ヱ

キ
ス
」
－
一
比
シ
葉
作
用
建
一
一
弱
ク
、
数
倍
量
ヲ
用
ヒ
ア
略
々
髄
質
「
ヱ
キ
ス
」
ト
同
等
ノ
作
用
ヲ
有
ス
ト
云
へ

y
。
宜
（
他
－
一
A

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ

ス
」
ノ
胃
液
分
掛
作
用
ニ
就
ア
研
究
セ
Y
業
蹟
ア
Y

ヲ
見
ズ
。
余
A

副
腎
皮
質
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
用
ヒ
犬
車
純
胃
痩
管
ヲ
用
ヒ
其
分
泌
賊
況
ヲ

検
索
セ
リ
。

菅
験
方
浪
。
濠
メ
胃
内
容
ヲ
排
除
シ
穏
唯
一
底
－
一
針
シ
一
%
ノ
瞬
酸
モ
ル
ヒ
ネ
」
液

一－

O
銘
ヲ
注
射
シ
、
三
、
四
十
分
ヲ
経
テ
品
川
不
充
分
ナ
ル
時
ハ
相
営
量
ヲ
注
射
ス
ル
時
ハ

充
分
ナ
ル
麻
酔
状
態
ト
免
ス
事
ヲ
得
。
之
ヲ
背
位
一
一
回
定
シ
剣
吠
突
起
ヨ
リ
下
方
約
十
糎

正
中
切
開
ノ
下
z

開
腹
シ
胃
ヲ
腹
腔
外
＝
引
キ
出
シ
、
リ
ン
ヂ
ヤ

1
氏
液
浪
、
川
綿
布
ヲ
持
ツ

テ
包
ミ
、
胃
髄
前
面
エ
於
テ
煙
草
嚢
縫
合
ヲ
図
形
ニ
行
ヒ
置
キ
、
其
中
央
部
＝
全
創
三
旦
ル

切
開
ヲ
施
シ
宵
「
カ
ユ
ユ
1
4

レ
」
ノ
一
端
ヲ
掃
入
シ
胃
切
開
創
ハ
全
暦
－
一
百
一
ル
蓮
雑
縫
令
ヲ

施
シ
「
カ
－
二

1

レ
」
三
特
着
セ
シ
メ
、
－
次
ラ
橡
メ
作
製
セ
ル
煙
草
嚢
縫
合
ヲ
絞
メ
、
結
禁

シ
、
「
カ
ユ
ユ

l
レ
」
ノ
周
圏
一
一
於
テ
腹
壁
＝
同
定
ス
ル
タ
J

二
一
、
三
ノ
補
助
縫
合
ヲ
行
フ
。

「
カ
ュ

7
’
レ
」
ノ
他
端
ハ
腹
壁
外
＝
出
シ
テ
固
定
シ
、
腹
壁
ハ
一
一
一
暦
縫
合
ヲ
施
シ
局
所
－
一

沃
度
丁
幾
塗
布
縦
帯
液
悶
定
ヲ
以
テ
術
ヲ
終
ル
。
「
カ
一
二

1
レ
外
端
ハ
常
－
一
密
栓
シ
、

貸
験
常
日
ハ
食
物
ヲ
也
（
ヘ
ズ
、
日
数
時
間
前
ヨ
リ
栓
ヲ
脱
シ
胃
内
不
消
化
物
ヲ
排
除
シ
笹

タ
モ
ノ
ト
ス
。
通
常
賓
験
ハ
手
術
後
一
週
間
ヲ
抑
制
過
シ
タ
ル
モ
ノ
＝
就
キ
行
ヒ
、
毎
回
貸

験
ユ
於
テ
モ
略
同
様
間
隔
ヲ
置
キ
テ
使
用
ス
。

賓

騒

成

績

二
頭
ノ
犬
ニ
就
ア
数
回
－
一
一
旦

y
賓
験
セ

y
o
先
ズ
透
明
ナ
Y
胃
液
ノ
満
下
ス

Y

－一王
η
ノ
其
量
ヲ
測
定
シ
、
略
々
一
定
シ
・
来

y
タ
Y
時
副
腎
皮

質
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
瞳
重
一
昨
ニ
封
シ

7
0括
乃
至
一
・
五
蛇
ア
皮
下
－
一
注
射
シ
、
毎
二
十
分
間
－
一
於
ケ
w
y

量
ヲ
測
定
シ
、
其
影
響
ヲ
観
察
セ



9
0
而
シ
ア
注
射
後
四
十
分
乃
至
六
十
分
－
一
U
V
4
プ
其
分
泌
量
最
高
三
連
ジ
、
失
デ
漸
次
減
量
ス

Y
ヲ
見
タ

9
0
ム
ー
業
成
績
7
－
括
ス
レ
バ
左
ノ

如
ジ
。
（
第
一
表
）

上
記
成
績
エ
一
依

y
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
A

胃
液
分
泌
－
一
封
ジ
明

カ
ユ
充
進
作
用
ヲ
有
ス

Y

毛
ノ
ニ
シ
ア
、
柴
田
氏
ノ
成
績
ト
相
反

ス
Y
結
果
ヲ
得
夕
刊
ノ
。
余
ノ
成
績
－
一
九
時
ア
考
究
ス

Y

－
一
先
チ
、
柴

田
氏
ノ
業
蹟
ヲ
見
Y

－
一
胃
液
分
泌
抑
制
作
用
A

副
腎
髄
質
－
一
比
シ

数
倍
弱
ク
、
叉
十
二
指
腸
痩
管
犬
－
一
於
ア
胃
内
容
排
世
ノ
遅
延
モ

亦
髄
質
二
比
uv

著
シ
ク
弱
シ
ト
云
へ

Y
A
、
何
人
毛
先
ズ
「
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
」
作
用
ナ
ラ
ズ
ヤ
ト
ノ
疑
ノ
生
ズ

Y
所
ナ

9
0
而
ジ
ア
氏
A

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ノ
ン
」
ノ
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
中
－
一
存
在
セ

y
ヤ
否
ヤ
ユ
就
－
プ
言

及
ジ
ア
ラ
ズ
、
従
ア
之
ヲ
破
壊
ス

Y

コ
ト
無
ク
使
用
セ
リ
。
副
腎
皮
質
中
－
一
「
ア
ド
レ
ナ

y
y
」
／
存
在
ス

Y

コ
ト
－
一
就
－
Y
A

一
、
二
ノ
反

費
者
ア

y
ト
雄
モ
一
般
ノ
認
ム

Y

モ
ノ
ナ
Y
事
A

前
報
告
－
一
於
ア
遁
ペ
タ
Y
所
－
一
し
て
ア
従
ア
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
使
用
セ

Y

モ
ノ
A

殆
ン

r，
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ヲ
酸
化
破
壊
シ
ア
使
用
セ
ラ
Y

、
ニ
至
レ

y
。
余
毛
亦
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
使
用
ス

Y

－
一
一
其
腸
管
作
用
及
ピ
血
腿

作
用
ヲ
検
シ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ノ
ン
」
ノ
有
無
ア
検
索
セ
リ
ノ
。
余
A

斯
カ
Y
事
質
－
一
基
キ
柴
田
氏
ノ
成
績
ヲ
以
－
プ
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
作
用
－
一
基
ク
モ

ノ
ト
認
メ
ン
ト
ス
。

惣へ配一日
l一一一1犬

弓王国｜開11
O 二五｜液射｜紬

分前It量
札同冒 i泌毎 l綜
瓦孟三｜婁子Ii言

施工l液
九四五！）ー l分
えると己 l I 泌

注プ
’~>t ロ

了－－；－ --;- I竺；
注
射
後
毎
二
十
分

胃

液

分

泌

量

六－

A

八
・

2

で
五
一
七
・
七
一

一一一・0
二
回
・
A

－
岬
町
〉

A
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A
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二
、
「
ヱ

1
－ア
Y
、
ヱ
キ
ス
し
及
ピ
「
ヱ

l
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抽
問
物
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賭
液
分
泌
－
一
殆
ン
ド
影
響
無
キ
ガ
如
シ
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皮
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キ
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尿
分
泌
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ス
影
響

副
腎
川
主
位
置
腎
臓
ニ
接
近
シ
、
腎
臓
炎
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一
際
ジ
テ
葉
血
煙
上
昇
ガ
副
腎
ト
一
定
ノ
閥
係
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有
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副
腎
機
能
障
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臓
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司
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来
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云
プ
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ア
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－
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－
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瓦
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シ
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ス
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ヨ
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－
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梢
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－
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＝
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損
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＝
作
レ
ル
成
ル
可
ク
大
キ

「
カ
－

A
l
レ」
ヲ
指
入
シ
、
絹
糸
ヲ
用
ヒ
位
和
繋
シ
輸
尿
管
／
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／
方

向
ト
一
致
セ
シ
d

、
之
レ
ヨ

P
滴
下
ス
ル
尿
ヲ
一
定
ノ
度
盛
ヲ
有
ス
ル
小
管
ユ
テ
計
リ
其

量
ヲ
測
定
ス
。
而
シ

テ
尿
量
／
略
一
定
シ
タ
ル
後
賞
験
－
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績
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／
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叉
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績
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－
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。
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ノ
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績
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臓
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割
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Y
副
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皮
質
「
ヱ
キ
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作
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究
シ
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其
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効
物
質
ウ
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又
A

酒
精
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移
行
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易
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1
－7
Y
」
－
一
移
行
シ
難
ク
、
煮
沸
、
蛋
白
除
去
等
－
一
依
？
其
作
用
－
一
著
シ
キ
鍾
化
ヲ
来
サ
ズ
諸
種
方
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ナ
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又
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様
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キ
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ユ
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有
ス
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ナ
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N⑦｝
Z
A
十
粍
ノ

0
・
六
%
食
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ア
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シ
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7
認
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、
腸
「
ヱ
キ
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ノ
利
尿

作
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A
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ヱ
キ
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中
－
一
合
？
u
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、
臨
類
ガ
其
原
因
ナ
ラ
ン
ト
シ
、
腸
「
ヱ
キ
ス
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ヲ
双
化
シ
之
ヲ
注
射
セ

Y

－
一
、
尿
量
ノ
増
加
ヲ
来
セ

Y
ヲ
質

験
シ
、
此
作
用
A

此
内
ニ
合
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鞭
類
殊
三
，
ク
ロ

l
y
ナ
ト
リ
ヲ
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ト
見
倣
セ

p
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J
2
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Eで
き
ロ
川
氏
モ
亦
生
理
的
食
臨
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注
入
後
、
尿
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ノ
高
マ
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－
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「
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l
y
ナ
ト
リ
ノ
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ノ
影
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ナ
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多
ク
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－
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－
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－
プ
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－
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－
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U
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Experimentelle Untersuchungen iiber die Funktion der Nebennierenrinde. 

(II. Mitteilung.) 

Von 

Dr. T. KONDO. 

〔（Aw,dem Physilogischen Tnstitut der Medizinischen Al、arkmic乱， Kiotυ （Vorsbnd: Prof. Dr. S, Ochi.）〕

(Eingega時enam 20. Juli 1929). 

In der I. Mitteilung berichtete ich uber die physiologischen ¥¥'irkung des Nebennie
rerinden extrakts anf das 

Athmungs und Zirkulationsorgan. 

Hier mochte ich uber den Ein日uss des Nebenniererinden extrakts auf die glattenmus
kligen Organe und einige 

Orga附 mitaussere Sekretion (Magen, Leber Pan］ζ代田， etc.)mitteilen. 

Die Resultate sind die folgenden. 

I. Der l¥'ebennieren extrakt regt beim hiinstlich ernahrt己nFroschmag・en die Hewヒgun
g・ an uncl ruft je nach der 

Dose Steigerung・ des Tonus und der Frequじnzhervor. 

2. Auf der f仇 rlebenclenKanichendarm ¥¥'irkt der Fxtrakt erregend uncl es stellt sich j
e nach der Dose Vergros-

serung der Amplitude und Steigerung des Tonus ein・

3. Die ¥¥'irksamen Siibstanzen sind im Wasser und im Alkohol 16slich, aber nur schw
et・imAehter, di伍ndierbar

<lurch die semiper口1eableMembran, clurch Koch己nund Entじi¥¥'.:i日sungdes Extraktcs wird
 die ¥Virkung ct11・as verrihgert 

und durch ¥'eraschung bei weitem noch meh1・

4. Durch Acetylienmg des Extrakte日 Wird die ¥¥'irkung bettなchtlichverstarkt. 

者眠 4く~ 【腿榔】 保持送 <11 兵 （総主総 11同）



事長 i（~ 【l!f 柳】 対縫 <1110 （総亘書長 IJi() 

5. Die ¥Virkung・ des Extr3ktcs wire¥ dut℃h At1可）inzu泊 tznur wcnig gehemmt, aber beim acetyliertem Extrakt 
fast total. 

6. Hci der erregenden ¥¥'irkung des Extraktes auf dem uberlebender Kaninchenclarm, scheint es sich zur Teile 
um Reizung der parasympatischen Nervenendigung zu handeln. 

7. Auf Grund diむ erVersuchen glaube ich, die ¥Nirksamen Substanzen des Extral王tes zum grossen Teile aus 
Cholin oder cholini1hnlichen Substanz an bestehen und nur zum kleinen Teile aus anorganischen. 

8. Der Extrakt regt die Kontraktion des Uberlebenden Kaninchcnuterus an. 

9. Auf die Sekretion des Magens, Pankreas und der Leber und die Ausscheidung der Niere wirkt der Extrakt 
beschleinigend. (Auto問先日t)


